
 

                                                     

○日 時 平成３０年4月12日（木） 13時30分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟2階 特別応接室 

○会見者 清原正義 理事長・学長 

○会見項目 【３キャンパス】 

・平成30年度 当初予算の概要 ～地域に根ざした大学づくり予算～ 

                                              …………………………〔資料1〕 

【学外】 

・学長参加「浜っ子春まつり」               

 ………… ※資料はありません 

 

 

○資料提供 

項目 

【３キャンパス】 

・平成３０年度 公開講座の開催について 

…………………………〔資料２〕 

 

【浜田キャンパス】 

・平成30年度NEARセンター市民研究員の募集及び     

NEARセンター交流懇談の集いの開催について 

…………………………〔資料3〕 

 

【出雲キャンパス】 

・新入生バスツアー歓迎バスツアーの開催について   

…………………………〔資料4〕 

【学外】 

・西周賞創設のお知らせ 

…………………………〔資料5〕 

 

 

○行事予定 

 

【浜田キャンパス】 

・新来留学生歓迎会 

 ………4月13日(金) 18:00～20:00  

              @ビューライン（北東アジア地域研究センター2階） 

※「島根県立大学留学生等を囲む会」(市民団体)の主催により開催します。 

 

 
※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 平成３０年5月1４日（月）15:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



　     平成30年度は、第２期中期計画期間（平成25年度～平成30年度）の最終年であり、現計画の成果が問わ

     れること、次期中期計画に向け大学改革を推進すること、また、松江Ｃ四大化初年度に当たり遺漏なく事

     業実施することを踏まえ、法人運営を進めていく必要があります。

　     更に、スピード感を持ち、戦略的に大学改革を実行する上で理事長の強いリーダーシップと権限の確立

     を図るため学長裁量事業を創設し、その中に県民や地域の期待に応えるための地域貢献推進対策事業を計

     上、各キャンパスで別々に編成・執行している学長裁量研究費を理事長のもとに一元化し、重点的に執行

     することとしています。

　     一方で、松江Ｃ四大化に伴う運営費交付金の増額がありながらも、法人運営の効率化を促す趣旨から平

     成30年度も引き続き運営費交付金の減額が継続される見込であり、自律的な運営のための経費削減努力、

     事務事業の見直し、自己財源の確保等がより一層求められます。

　     このため、平成30年度計画の重点項目を中心とし、必要な事業に重点的に予算措置することを基本方針

     として編成を行いました。

　

Ⅱ　当初予算の概要

１．事業費総額

　     事業費総額は、36億55百万円で、松江Ｃ四大化の準備に伴う事業（備品整備等）の大幅な減の一方で、

     新たな教職員配置による人件費の増により前年度予算（36億49百万円）に比べ0.16％の増（６百万円）と

     なっています。

区　分 H30当初 H29当初 増　減 増減率

予算規模 3,655,294 3,649,487 5,807 0.16%

【参考】当初予算規模の推移

～地域に根ざした大学づくり予算～

公立大学法人島根県立大学  平成30年度当初予算の概要

Ⅰ　予算編成の考え方

（単位：千円）
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【参考】当初予算規模の推移

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

2,860 2,907 2,911 3,077 3,885 3,342 3,075 3,206 3,139 3,305 3,649 3,655

（単位：百万円）

【資料1】平成30年4月12日

島根県立大学浜田キャンパス

担当：財務課 上野・奥野

電話：0855-24-2218

島根県立大学

マスコット

キャラクター

オロリン



 

平成30年度 公開講座の開催について 

（浜田キャンパス） 

 

 

１． 目的 

島根県立大学浜田キャンパスでは、教育・研究における成果を広く地域社会に還元

することをとおして、「地域のニーズに応え、地域と協働し、地域に信頼される大

学」を実現するため、今年度も公開講座を開催いたします。 

 

２． 期間 

平成30年5月9日～平成30年12月19日  （詳細はパンフレットを参照のこと） 

 

３． 会場 

島根県立大学浜田キャンパス 講義・研究棟 

（詳細はパンフレットを参照のこと） 

 

４． 申込受付 

対 象 者：公開講座会員及び浜田市内外にお住いの方 

期  間：随時 

参加方法：電子メール、電話、ファクシミリ、はがきにてお申し込みくださ 

い（当日可）。 

 

５． 受講料 

無料 

 

６． 主催者 

島根県立大学浜田キャンパス 

 

７． 内容 

全20講座（各講座の概要はパンフレットのとおりです） 

 

 

 

平成30年4月12日 

島根県立大学浜田キャンパス 

担当：地域連携課 河部 

電話：0855-24-2396 

【資料 2】 



公開講座申込方法

ワンコイン
（１００円）
バス時刻

大学線（抜粋
）

「浜田キャンパス公開講座会員」の特典

講 座 Ⅲ

聴いて得する！ 
大学教員の”ちょっとココだけ”の話

講 座 Ⅱ

浜田キャンパス国際ターミナル 
　　　　　 　　　～優先搭乗のご案内～

講 座 Ⅰ

学校では教えてくれない○○の世界
マルマル

TEL：0855-24-2396    FAX：0855-23-7352
E-Mail：h-chiren@u-shimane.ac.jp

〒697-0016　島根県浜田市野原町2433－2

「電子メール」「電話」「FAX」「はがき」のいずれかの方法で、下記事項についてお知らせください。

ご 案 内

講座 Menu

● 講座科目No. （　　　　　  でお知らせください。）
● お名前 （フリガナを併記してください。）
● ご住所
● 電話番号 （急な変更等の連絡に使用します。）

浜田キャンパス

浜田キャンパス

島根県立大学 事務局 地域連携課

～1 20

浜田駅
9：45
12：31
12：45
17：04
17：45

大学
9：56
12：45
12：56
17：15
17：56

大学
12：15
15：00
15：30
20：00
21：05

浜田駅
12：31
15：11
15：44
20：11
21：27

平成 26 年度より、地域の皆さまに、島根県立大学浜田キャンパスの公開講座
等を通じて、大学をより身近な存在として感じていただけるよう「島根県立大学
浜田キャンパス公開講座会員」制度を設けています。
皆さまからのお申し込みをお待ちしております。

● 浜田キャンパス公開講座会員の会員証の発行
公開講座受付時には、会員証の提示だけで受付が完了します。また、本会員証はメディアセンター（大学図書館）の「学外利用者
カード」を兼ねますので、本会員証でメディアセンターへの入館、及び本の貸出サービスがご利用いただけます。

　
● 浜田キャンパス情報の提供

公開講座をはじめとする大学内のイベント情報等を、電子メールまたは郵送にてお届けします。
　
● 公開講座「修了証」の発行

公開講座を一年間に一定の回数以上を受講された方には、「修了証」を発行し
ます。

◆「浜田キャンパス公開講座会員」でなくても、公開講座を受講することはできます。
◆登録申込方法については、大学ホームページ、公開講座当日の受付に設置する
チラシをご覧ください。また、島根県立大学事務局地域連携課へも、お気軽にお問
い合わせください。

浜田キャンパス
公開講座会員を
募集します

会費は

無料

後援：島根県・島根県教育委員会・浜田市・浜田市教育委員会

島根県立大学
浜田キャンパス

平成30年度

※会場は各講座によって異なりますので、ご確認のうえお越しください。

「地域連携推進センター」　　「浜田キャンパス」　　「公開講座」島根県立大学

島根県立大学マスコットキャラクター
オロリン

受講
無料

※受講決定の連絡は原則として行いませんので、当日、会場へお越しください。
　定員は設けませんが、準備の都合上、なるべく事前申込をお願いします。



No. 講 師 講 座 内 容 日 時 場所

  

講
義
・
研
究
棟

 「
大
講
義
室
１
」

講 座 Ⅲ 聴いて得する！ 大学教員の”ちょっとココだけ”の話

講 座 Ⅱ 浜田キャンパス国際ターミナル ～優先搭乗のご案内～

18:15～19:45
1

「税関」その役割　～安全・安心な社会を目指して～
輸出入貨物の通関、関税等の徴収、麻薬や覚醒剤、けん銃などの密輸阻止やテロ対策など、水際取締りを
行っている「税関」について、理解を深めていただき、一緒に安全・安心な社会を目指していきたいと思います。

佐 藤 　 誠 月5 日9 水
（神戸税関 浜田税関支署 支署長）

18:15～19:45
2

柴犬のルーツ「幻の石州犬」を追って
天然記念物「柴犬」の血統を遡ると一頭の雄犬「石号」に辿り着きます。日本犬業界では周知の事実ですが、地
元ではその存在は知られていません。昭和の初めに石州犬を山出しした浜田出身の中村鶴吉さんと石州犬に
ついてご紹介します。

河部　眞弓 月5 日16 水
（石州犬研究室 主宰）

18:15～19:45
3

食品安全を考える
食品が安全であることは私たちの重大な関心事です。しかし私たちはその安全性をどうやって判断して（測っ
て）いるのでしょう。100％安全な食品というものはあるのでしょうか。また安全と安心はどう違うでしょうか。そし
てわが国の食品安全政策とは？　この講座が食の安全をあらためて考えるきっかけになれば幸いです。

玉置　悦子 月１０ 日17 水
（島根県立大学 RA（研究助手））

10:20～11:50
6

ロシアの魅力
島根から実はとても近くに位置するロシアを感じてみませんか。自然、民族の習慣、流行、食文化などについて
お話することでロシアの魅力を十分に味わっていただきたいと思います。簡単なロシア語も勉強できますので
一緒に日露友好関係を確かなものにしましょう。

ナタリア・
ボルホドーエワ 月5 日9 水

（島根県国際交流員）

10:20～11:50
7

地域の違いを知り、ベトナムへ旅行しよう！
縦に細長いベトナムでは歴史的、地理的、人的に、北部・中部・南部で違いがあります。それぞれの地域に異な
る文化が存在しています。普段なかなか聞くことのできないベトナムの3つの地域の特色と日本との違いを紹介
します。

ニュン  グェン
ティー ゴク 月5 日23 水

（浜田市国際交流員）

10:20～11:50
8

知っているようで知らない ～中国の少数民族と民族自治区～
中国には55の少数民族が存在し、思い思いに独特な服装と習慣があります。少数民族が集まる5つの自治区
も、それぞれの魅力があり、まさに中華大地に咲く55色の花のようです。少数民族の習慣と各自治区の魅力を
紹介します。

于 　 清 月10 日17 水
（浜田市国際交流員）

10:20～11:50
9

私のふるさとはこんなところ
英語圏の国際交流員を講師に迎え、母国の文化・歴史・地理などの分野や「旅行するならここがオススメ！」と
いうスポットなどの、普段は聞くことのできない魅力を皆さまに紹介します。

英語圏の国際交流員 月12 日19 水
（浜田市国際交流員）

18:15～19:45
5

地域遊びイベント「いわみん」による地域ネットワークの構築と効果
「地域の方を巻き込んで事業をするには？」「多くの方に魅力を発信するには？」石見地域の体験プログラムを
集めた期間限定の地域遊びイベント「いわみん」の事例から、観光振興、地域づくりのためのネットワーク構築
の実情や、事業の効果を学びます。

伊藤　康丈 月12 日5 水
（イワミノチカラ 代表）

18:15～19:45
4

浜田市における身の回りの有毒植物について
浜田市でよく見られ、日常生活で注意すべき身近な有毒植物について、セイヨウイラクサ、ヨウシュヤマゴボウ、
シロバナヨウシュチョウセンアサガオ、イチハツ、ポインセチア、ミズバショウ、キョウチクトウなどを詳しく紹介し
ます。

陳 　 幼 竹
月11 日21 水

（島根県立大学
北東アジア地域研究センター

非常勤研究員）

No. 講 師 講 座 内 容 日 時 場所

講 座 Ⅰ 学校では教えてくれない○○の世界
マルマル

18:15～19:45
10

一千年前の海上シルクロードについて ―渤海国と日本の交流を中心に―
一千年も前の渤海国を紹介した上で、渤海使の訪日ルートを考察し、渤海国と山陰とのつながりを含め、図們
江開発計画に関連し、注目を浴びた「一　一路」構想から、渤海国と日本の交流について現代的意義を求め
たいと思います。

張 　 忠 任 月5 日23 水

18:15～19:45
11

モンゴルの北朝鮮派遣労働者と“北朝鮮危機”
北東アジア地域の全ての国 と々関係が良く、深刻な摩擦を有しないモンゴルは、北朝鮮からの派遣労働者受
け入れをはじめとする全方位外交的な政策展開によって、北東アジアの緩衝地・仲介者としてのソフトパワーを
持っている。そんなモンゴルの視角から、北朝鮮問題を考えてみたい。

福原　裕二 月5 日30 水

18:15～19:45
12

住宅地図を用いて浜田の商店街の将来を考える
昭和37年から平成12年の50年間のゼンリンの住宅地図を用いて商店街の変遷を辿り、将来を語り、店舗の
多目的利用の構想、社会実験を紹介する。藤原　眞砂 月6 日6 水

18:15～19:45
13

映画・映像文化と政治・社会 ～「しまね映画祭」上映作品に観る映画作家の自己表現～
1992年から開始された［しまね映画祭］だが、その入場者数減少傾向にある。恰も1960年代以後に生じた「日本
映画界全体の凋落傾向」と似た感も覚える。そんな中で2017年に公開された「たたら侍」(錦織良成監督作品)
は「映画文化」が内包する1つの可能性を提示しているように思われる。そのポイントについて述べてみたい。

瓜生　忠久 月6 日13 水

18:15～19:45
14

おもしろ建築「江津市庁舎」の魅力に迫る
近代建築の巨匠ル・コルビュジエの弟子である吉阪隆正氏設計のモダニズム建築として、昨今、注目度が高
まっている「江津市庁舎」。実は、江津ならではの地域性をも表現した個性豊かな建物です。吉阪氏のユニーク
な人物像や設計にあたっての想いにも触れながら、「江津市庁舎」の魅力を紹介します。

八田　典子 月7 日4 水

18:15～19:45
15

哲学カフェしまね　「正義」とは何か
「日常生活のなかで意識して考えることが少ないことを改めて問うこと」、それが哲学の始まりでもあります。全国
各地で開催されている「哲学カフェ」を浜田キャンパスで開催します。今年度は、「正義」とは何か、について、受
講者の皆さんと意見交換を交えながら、共に探求していきます。

松尾　哲也 月7 日11 水

18:15～19:45
18

フォニックス英語学習法
「フォニックス」とは音声と文字のルールです。フォニックスを学ぶと、音声を聞いただけで文字がわかります。
また、文字を見ただけで、発音がわかります。英単語の７割がフォニックスのルールで読めるようになります。江口 真理子 月11 日7 水

18:15～19:45
19

「親子」の法的意味について考えてみよう
近年、医療技術（特に生殖補助医療）の急速な進歩により、親と子が出会うプロセスが大きく変化してきていま
す。またそれに伴い、今までの「親子」の定義と判別基準についても発想の転換が求められています。本講座で
は、このような時代背景を踏まえ、「親子」の法的な意味をもう一度考えてみたいと思います。

李 　 憲 月11 日28 水

18:15～19:45
20

外国語学習と音声学
音声は，それを母語とする人にとっては空気のような存在で，普段意識することはまずありません。自分の言葉に
ない音声（外国語）に接してはじめて意識されるのです。本講座では，音声を発音する人が唇や舌などをどのよ
うに動かしてその音声と発音しているのか，音声の仕組みを体験してみることを目的とします。

姜 　 英 淑 月12 日12 水

18:15～19:45
16

中小企業における女性活躍
中小企業の人材確保が課題となる中、雇用の担い手として女性の活躍が求められています。本講座では「しま
ね女性の活躍応援企業」登録制度の一環で、学生が島根県内企業のＰＲ動画を撮影した取組みを紹介しつ
つ、中小企業における女性活躍の現状と課題について理解を深めます。

久保田 典男 月10 日3 水

18:15～19:45
17

ゼロからわかるアニメ経済入門
現在、日本のアニメ市場は急成長を続けており、経済に与える影響も日々大きくなっています。かつてはアニメと
いえば主にジブリ作品でしたが、「君の名は。」「ラブライブ!」「進撃の巨人」「魔法少女まどか☆マギカ」「ガール
ズ＆パンツァー」に代表されるようなメガヒット作品が次 と々生まれる時代でもあります。経済から見たアニメ産
業の現状と将来について、アニメ映像を楽しみながら一緒に考えてみましょう。

木村　秀史 月10 日24 水

No. 講 師 講 座 内 容 時 間 場所

島根県立大学浜田キャンパス平成30年度

講
義
・
研
究
棟 「
中
講
義
室
３
」

講
義
・
研
究
棟 「
中
講
義
室
３
」

講
義
・
研
究
棟 

「
中
講
義
室
３
」



 

 

 

 

 

  平成 30年度 公開講座の開催について 

（出雲キャンパス） 

１．目的 

島根県立大学出雲キャンパスでは、「開かれた大学」として教育・研究における成果を広 

く地域社会に還元するため今年度も公開講座を開催いたします。 

 

２．期間 

１）出雲キャンパス公開講座：平成 30年 5月 22日（火）～12月初旬 

２）サテライトキャンパス公開講座 

・いずも健康市民大学 ：平成 30年 5月 10日（木）～11月 29日（木） 

・出雲を元気に！「健康活動の輪」づくり始めませんか？ 

：平成 30年 5月 31日（木）～平成 31年 3月 12日（火） 

   ・ブラジル人親子の健康交流会 

：平成 30年 5月 13日（日）～12月１日（土） 

（詳細はパンフレットを参照のこと） 

３．会場 

１）出雲キャンパス公開講座：島根県立大学出雲キャンパス 他 

２）サテライトキャンパス公開講座 

：出雲キャンパスサテライトキャンパス 他 

  （詳細はパンフレットを参照のこと） 

４． 申込受付 

・対 象 者：パンフレットを参照のこと 

・期  間：平成 30年 4月 2日（月）～平成 30年 4月 23日（月） 

・参加方法：ハガキ・電話・電子メールでお申し込みください。 

 

５．受講料 

  無料（材料費等が必要な講座もあります） 

 

６．主催 

島根県立大学出雲キャンパス 看護栄養交流センター 

（後援 島根県・島根県教育委員会・出雲市・出雲市教育委員会・島根日日新聞社・エフ 

エムいずも） 

７．内容  

  平成 30年４月、出雲キャンパスは、山陰初の管理栄養士養成機関となる看護栄養学部を 

開設しました。これを機に、看護学に限らず、栄養学の教育研究機能を活かして「食」と 

「栄養」に関する講座も新たに開講します。また、平成 28年度から開催している「サテラ 

イトキャンパス」においても、今年度も、健康づくりに関する内容の他、歴史・経済・文 

学等、市民の皆様にとって興味・関心のある講座を多数開催いたします。 

平成 30年４月 12日 

島根県立大学 出雲キャンパス 

看護栄養交流センター 

担当者：飯島（管理課） 

電話 0853-20-0220 



3 4



5 6







 

 

平成 30年 4月 12日 
島根県立大学松江キャンパス 
地域連携課 
担当：藤原 
電話：0852－28－8322 

 

 

 

平成 30年度 公開講座「椿の道アカデミー」の開催について 

（松江キャンパス） 

 

1. 目 的  島根県立大学松江キャンパスでは、地域の皆様の生涯学習の場を提供す 

るため、平成 30年度公開講座「椿の道アカデミー」を開講いたします。 

 

2. 期 間  平成 30年 5月～平成 31年 2月 （詳細はパンフレットを参照のこと） 

 

3. 会 場  島根県立大学松江キャンパス 体育館研修室 等 

（詳細はパンフレットを参照のこと） 

 

4. 申込受付 対 象 者：主に社会人の方 

期  間：平成 30年 4月 2日（月）～平成 30年 4月 20日（金） 

     参加方法：郵便・FAX・メールでお申込みください。詳しくはパンフレ 

ットまたは ホームページをご覧ください。 

 

5. 受講料  無料 

ただし、椿の道アカデミー会員として 2,000 円の登録料が必要です。 

講座によりテキスト代など実費が必要な講座もあります。 

 

6. 主 催  島根県立大学松江キャンパス 

 

7. 内 容  総合文化講座、出雲人論、はじめての古文書、しまね消費生活まちづく 

り講座、資格取得を目指すワープロソフト Word 応用講座など計 14 講 

座をご用意しています。受講対象は、社会人の方を中心に各講座により 

ます。平成 30年度は、スキルアップを目指す社会人の方や、夏休みの 

小学生親子を対象とした講座など新規講座も開講いたします。パンフレ 

ットは 3月下旬に松江市内の公民館・図書館などの公共施設に配布して 

います。     

 







 

島根県立大学

マスコット

キャラクター

オロリン  

平成 30 年 4 月 12 日 

島根県立大学浜田キャンパス 

事務局企画調整室 福間・山本 

TEL（0855）24-2201 

 

平成 30年度 NEARセンター市民研究員の募集 及び 

NEARセンター交流懇談の集いの開催について 

 

島根県立大学では、平成 30 年度「北東アジア地域研究センター市民研究員」を

募集しています。 

「北東アジア地域研究センター市民研究員」制度は、本学の北東アジア地域研究

センター（NEARセンター）の研究活動に広く一般市民の参加を求め、地域の研究者

や有識者との連携を強化することにより、NEARセンターの研究活動の活性化並びに

大学院教育の充実を図ることを目的として、平成１８年度に創設したもので、全国

的にも珍しいユニークな制度です。また、研究を通じて本学の地域貢献活動の一翼

も担っていただいております。 

この「北東アジア地域研究センター市民研究員」の概要等を説明させていただく

ことを主旨として、“NEARセンター交流懇談の集い”を下記のとおり開催します。 

 

  

記 

 

１．日 時  平成 30年 4月 14日（土）13：00～16：00 

       ＊平成30年4月21日(土)13:00～16:00に第2回を予定しています。 

        第 1回に参加出来なかった方もご参加できます。 

 

２．場 所  島根県立大学交流センター １階 研修室 

 

３．内 容（予定） 

 北東アジア地域研究センター（NEARセンター）についての概要説明 

北東アジア地域研究センター（NEARセンター）市民研究員制度説明 

参加者の自己紹介 

前年度市民研究員登録者の体験談 

 

 

４．その他  入場無料 

  参加申込書による申込が必要です。 

 

※本内容については本学ホームページ（下記リンク先参照）にも掲載しています。 

http://hamada.u-shimane.ac.jp/research/organization/near/ 

以上 

【資料 3】 

 



 

地域とともに発展を目指す“開かれた研究機関”島根県立大学北東アジア地域研究(ＮＥＡＲ)センター 

 
 

《2018 年度 NEAR センター市民研究員》を募集！ 

《気軽に交流できる 交流懇談の集い》を開催！ 
 

○ 市民のみなさんの興味と知識を通じて研究センターで交流しませんか？  

○ グループリサーチサロンを通じた交流、大学院生・本学教員との共同研究、研究会での個人

研究の発表等、お互いの興味を深め学びあう全国でもユニークな研究員制度です。 

○ まずは、交流懇談の集いにお気軽にご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○と こ ろ 島根県立大学 浜田キャンパス 交流センター 

○お 申 込 「交流懇談の集い」「第 1 回全体会」参加申込書をご利用ください。 

○お問合せ 島根県立大学 事務局 企画調整室（浜田キャンパス） 

TEL：0855(24)2201 E-Mail:kikaku@ u-shimane.ac.jp 

  

*平成 30 年度「市民研究員と大学院生の共同研究」助成金の一部には、浜田市から補助金が交付 

されています。 

4月14日

• 交流懇談の集い 第１回
•4月14日（土）13:00～16:00（昼食会 12:00～ 会費制）

•どなたでもご参加になれます（要申込）。

•大学院生も参加する昼食会も開催します。
市民の仲間、大学院生、NEARセンター研究員、本学教員と懇談。

•大学院生との共同研究*マッチングも始まります。

4月21日

• 交流懇談の集い 第２回
•4月21日（土）13:00～16:00

•どなたでもご参加になれます(要申込)。

•市民の仲間、大学院生、NEARセンター研究員、本学教員と懇談。

•大学院生との共同研究*マッチングも本格化。

5月19日

• 市民研究員全体会 第１回
•5月19日（土）13:00～17:00

•市民研究員へ登録申請される方を対象と致します（要申込）。

•大学院生との共同研究*マッチングを完了し、研究計画立案へ。

•共同研究申請書作成相談会を開催します。



 

地域とともに発展を目指す“開かれた研究機関”島根県立大学北東アジア地域研究(ＮＥＡＲ)センター 

2018 年度 交流懇談の集い 参加申込書 

申込方法 

１ 郵送/FAX：以下の太枠内ご記入の上、そのままお送りください。 

 郵送先：〒697－0016 島根県浜田市野原町 2433－2 島根県立大学 企画調整室 あて 

 FAX：0855-24-2208 

 

２ 電子メール：以下の太枠内と同等の内容をご記載の上、メールをお送りください。 

 E-Mail：kikaku@u-shimane.ac.jp 

 

締切：第 1回は 4 月 11 日（水）まで 第 2回は 4 月 18 日（水）まで 

 

お願い 

住所・電話番号・E-Mail アドレスを除くお名前、あなたの興味、取り組んでみたい研究につい

ては、「交流懇談の集い」の際にご参加の皆様に資料として配布いたしますので、あらかじめ

ご了承願います。 

 

 

・NEARセンター交流懇談の集いに参加します。（※参加を希望される回に○をつけてください。

共同研究マッチングをお考えの方はぜひ両日参加をご検討ください。） 

 

           第 1 回       ・        第 2回 

       《4 月 14日（土）開催》     《4 月 21 日（土）開催》 

            参加              参加 

 

○ お名前 

 

○ ご住所（〒   －     ） 

 

電話番号：               E－Mail： 

 

○ 昼食会(4/14)（会費￥1,080円 当日現金で頂戴します） 

    参加する   参加しない 

 

 

○ 北東アジアや島根県、山陰地方に関するあなたの興味をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

○ 上記に関し取り組んでみたい研究をお持ちの方はご自由にお書きください。 

 

 

 

mailto:kikaku@u-shimane.ac.jp


 

地域とともに発展を目指す“開かれた研究機関”島根県立大学北東アジア地域研究(ＮＥＡＲ)センター 

 

《2018 年度 市民研究員 第 1 回全体会》 

 

下記の要領でＮＥＡＲセンター市民研究員第 1 回全体会を開催します。大学院生との共同研究

申請をご希望の方は、「市民研究員登録」をお済ませの上、必ずご出席くださいますよう、お願

い申し上げます。 

 

記 

○と き 2018年 5月 19日（土）13:00～17:00（終了時刻は予定） 

○ところ 本学浜田キャンパス 交流センター 

○次 第 センター長挨拶、アカデミック・サロン、センター研究員自己紹介、市民研究員自己

紹介、大学院生自己紹介、記念撮影、共同研究のマッチング等 

 

 

2018 年度 第 1 回全体会 参加申込書 

申込方法 

１ 郵送/FAX：以下の太枠内ご記入の上、そのままお送りください。 

 郵送先：〒697－0016 島根県浜田市野原町 2433－2 島根県立大学 企画調整室 あて 

 FAX：0855-24-2208 

 

２ 電子メール：以下の太枠内と同等の内容をご記載の上、メールをお送りください。 

 E-Mail：kikaku@u-shimane.ac.jp 

 

締切：5 月 16 日（水）まで 

 

※ この全体会は、市民研究員にご登録なさる方にご参加いただくものです。別紙「平成 30（2018）年度 

市民研究員登録申込書」に必要事項をご記入の上、上記住所にご郵送ください。「市民研究員登録申込

書」は全体会当日にご持参いただいても結構です。 

 

 

《5 月 19日開催の NEAR センター市民研究員 第 1回全体会》に参加します。 

 

 

○ お名前 

 

○ ご住所（〒   －     ） 

 

電話番号：               E－Mail： 

 

mailto:kikaku@u-shimane.ac.jp
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市民研究員代表委員／連絡会 
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島根県立大学長 清原 正義 様 

 

 島根県立大学北東アジア地域研究センター市民研究員登録を、 

              ［  新規   継続  ］ 申込みます。   

  

   申込日 ：     年   月   日   

ふりがな 

             お名前 ：                                印  

 

 
 

                  

 

《北東アジア地域研究センター市民研究員制度》ご登録にあたってのお願い 

 本制度では、市民研究員の方に、それぞれのお立場から市民研究員相互・院生の研究に

刺激を与えてくださることを期待しております。あなたの得意分野、研究関心、院生にた

いして市民ならではの視点やご経験から刺激を与えることができると思われる事柄を下

欄にご自由にお書きください。また、２つのグループ・リサーチ・サロンのうち、所属し

て活動してみたいサロンのチェック欄に印をつけて下さい（複数選択可）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グループ・リサーチ・サロンのテーマ＞ 

□北東アジア地域の歴史と文化（史資料（古文書）発掘・解読、北東アジアの言語、宗教など） 

□北東アジア地域の現在的課題（北東アジア諸国の経済関係・企業活動・外交・環境問題・福祉・人

的交流など） 

島根県立大学北東アジア地域研究センター（NEAR センター）  

平成 30（2018）年度 市民研究員登録申込書  

 

【重要】[申込み〆切について] 
登録は通年で受け付けておりますが、大学院生との共同研究への申請を考えておら

れる方は、5/１９（土）までに、登録申込書をご提出ください。期日までに登録

申込書の提出がない場合、共同研究への申請はできませんので、ご注意ください。  
 

（→裏面もご確認ください） 
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※ここに記載された個人情報については市民研究員制度に係る事業について北東アジア地域研究センター

及び島根県立大学事務局により管理を行います。 

（注）記載された情報【住所・電話番号・メールアドレスの個人情報】について市民研究員全体会の案内及び

北東アジア地域研究センター各種資料の送付、その他本学に関する事業についての連絡、資料送付等に

使用することに同意したものとします。  

なお登録申込書記載の情報提供ができないものについて以下のチェック欄に印をつけてください。 

□大学院生・NEAR 研究員（大学院生・市民研究員・NEAR 研究員の共同研究事業に使用。） 

□市民研究員代表委員（グループサロン・その他市民研究員間の交流等に使用。） 

 

ふ り が な 

氏     名  
 

生年月日（年齢） （西暦）    年  月  日  （満   歳）  性別  男・女  

現   住   所  

 

（〒   －    ）  

 

連絡電話番号  （    ）   －  F A X （    ）   －  

勤   務   先   

E-mail  

得意とする分野等 

 

 

 

 

 

これまでの社会に対する活動等 （職歴・奉仕活動・地域での活動など） 

年   月  事             項  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ＊継続して申込みをされる場合には、以前の申込内容と変更がある箇所のみ、ご記

入をお願いします。但し（注）については必ずご確認いただき、必要に応じてチェ

ック欄に印をお願いします。 

 （ 2018 年 4 月 1 日現在）  



 

 

 

 

「新入生歓迎バスツアー」の開催について 

 

 島根県立大学出雲キャンパス新入学生を対象としたバスツアーを開催します。 

 今年度は出雲市の歴史についての講演を受講し、その後出雲大社を参拝し、神門通

りでまちあるきを行い、島根の歴史と文化を学びます。 

 

１．目 的 

   出雲キャンパスの新入学生はおよそ５割が県外出身者です。県外から来られた新 

  入学生には島根県とのご縁を深めてもらいたい、また地元出身者には地元の魅力を 

  より深く知っていただきたいと考えています。また、今回の企画がきっかけとなり、 

  学生が地域に出て、地域の皆様との交流が深まることで地域の発展に寄与できれば   

  と考えています。 

 

２．日時 

  平成３０年４月２１日（土曜）９：００～１４：４０ 

 

３．行程 

   当日は出雲キャンパスで講演を聞き、バスで大学から移動し、出雲大社周辺を巡

ります。 

９：００         出雲市の歴史についての講演（弥生の森博物館職員）  

１０：２０ ～ 1２：２０ 出雲大社･･･観光ガイドによる境内案内のあと団体祈祷 

１２：２０ ～ １４：２０  神門通り･･･まちあるき（１２０分程度 昼食・買い物） 

                         出雲歴史博物館を見学など。 

１４：４０        大学着、解散  

   出雲大社の主祭神は大国主大神。『縁結びの神様』として有名ですが、因幡の白ウサギ神 

    話でも知られるように『医療の神様』でもあります。 

   看護学・栄養学の世界に向かって足を踏み出し始めた学生が、これからの道をまっすぐ

に歩んでいけることを願って、出雲大社神楽殿にて団体祈祷を行います。 

   その後、神門通りおもてなし協同組合の協力により、特製の商品券を手にまちあるきを

行います。 

 

４．出席者・参加人数 

   看護栄養学部１年生１２２名、別科助産学専攻１８名、 

   短大健康栄養学科２年生２５名、在学生、教職員２６名   合計 １９１名 

 

５．主催 

   島根県立大学出雲キャンパス学生生活委員会 

 平成 30年４月 12日 

 島根県立大学 出雲キャンパス 

 担当：小林 洋貴（教務学生課） 

 電話：0853-20-0385 

【資料 4】 
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【主催】津和野町・津和野町教育委員会  【後援】島根県立大学

応募に必要な
書類はこちら



西周賞要項 

【西周賞創設のお知らせ】

　幕末から明治初期に活躍した西周（にし・あまね：1829-1897年）は、哲学や国際法をはじめとした西洋諸学の

日本への受容に寄与し、我が国の学術界に大きな影響を与えました。

　津和野町では、西周の優れた業績を讃え、明治維新150周年の本年、その知的伝統を継承・発展させるべく、

若手研究者育成とその支援を目的とした「西周賞」を設立することになりました。なお本賞は、平成29年12月2

日に島根県立大学とのあいだで締結された「西周研究にかかる連携・協力に関する協定」関連事業の一環として

行われ、同協定の新全集編纂事業と平行して、2018年から2022年まで当面の五年間を第一次募集として開催いた

します。

　表彰および賞金授与は、毎年津和野町で開催される「西周シンポジウム」にて行い、その際受賞者はご自身の

研究に関する講演をしていただきます。西周シンポジウムは、町内や近郊の住民を対象としたものであり、研究

成果を広く一般の方々に公表する機会として捉えていただけますと幸いです。

【募集テーマ】
「ひろく西周にかかわる学術論文」
・西周を論じたもの
・西周と関連する幕末から明治維新期の人物や出来事を論じたもの
・幕末から明治期における思想・言語・政治・法律を扱ったもの
　本賞は、哲学をはじめとして、法学、日本語学、心理学、軍事
論など様々な領域で活躍した西周を顕彰するものであるため、
日本における西洋哲学の受容や発展にかんするものから国語・
国字論争を主題としたものなど、幕末から明治初期における思
想や言語、政治等を扱ったものを対象とする。

【応募資格】
・若手研究者支援のため、応募時に40歳以下の者。
・平成30年12月1日（土）に島根県津和野町で開催される「西周シ
ンポジウム」に出席し、講演できる者。

【応募規定】
・8,000字以上20,000字以内。手書きは不可。
・縦書き・横書きなど書式は自由。 
・未発表の論考か平成29年1月1日以降に発表された論文。
・既出の論文を提出する場合はその出典を明記すること。また、
投稿中ないし投稿予定の論文にかんしては、投稿先にも確認を
取ること。
・応募用紙に必要事項を記入の上、原稿8部とともに郵送すること。
※応募用紙は町のHPよりダウンロードできます（https://goo.gl/iEYKf3)。
・同一の論文で複数回応募することはできません。

【賞金】
・西周賞（1名）：賞状および賞金10万円と津和野町への旅費
（上限8万円）

【応募方法】
・原稿8部と応募用紙1部を同封して郵送すること。
・締め切り日：平成30年7月20日（必着）

【応募先】
〒699-5604　島根県鹿足郡津和野町森村ロ127
津和野町郷土館内 津和野町教育委員会 西周顕彰事業担当

【選考結果】
前もって入選者に通知するとともに、町のホームページ上で発表
します。

【贈呈式および講演】
平成30年12月1日に開催される西周シンポジウム（於：津和野町）
にて行います。

【選考委員】
樺山紘一（委員長）.....東京大学名誉教授／印刷博物館館長
井上厚史....................島根県立大学教授
上原麻有子................京都大学教授
川崎勝.......................南山大学元教授／武蔵野大学客員教授
手島邦夫....................北海道科学大学元教授
蓮沼啓介....................神戸大学名誉教授
服部隆.......................上智大学教授

【その他】
・受理された応募作品は原則として返却いたしません。
・選考過程についてのお問い合わせには応じられません。

【主催】津和野町・津和野町教育委員会

【後援】島根県立大学

【お問い合わせ先】
〒699-5604　島根県鹿足郡津和野町森村ロ127
津和野町郷土館内 津和野町教育委員会 西周顕彰事業担当
tel: 0856-72-0300








